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評価対象の海域活断層と海域の短い活断層の分布

日本海側の海域活断層の長期評価

―兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖―（令和６年８月版）
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日本海側の海域活断層の長期評価

―兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖―（令和６年８月版）
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評価区分・評価様式
（２）評価区分

本評価では、評価対象海域内の海域活断層のうち、既存の陸域の活断層の長期評価で評価されていない長さ20 km 

程度以上の断層を「評価対象の海域活断層帯」として評価した。評価対象海域に存在する既存の長期評価で評価さ

れた主要活断層帯の海域部の断層については、「主要活断層帯の海域部」として整理し、本評価では断層の特性の

み確認を行った。その他、長さ20 km 程度未満の断層であっても確実に活断層と認定できるものについては、「海域

の短い活断層」として位置と長さを評価した（表２）。なお、本評価対象海域に位置する既存の研究で活断層と判断さ

れた断層トレースのうち、反射断面で断層構造が認められない断層や明らかに古い地質断層など、本評価において

活断層と認定しなかったものは評価しなかった。本評価の評価様式を表３に示す。

長さ20 km程度未満の短い活断層は確率評価に含めていない

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）―九州地域・中国地域北方沖―
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日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）―九州地域・中国地域北方沖―

海域の短い活断層を含めた確率算出（参考）
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短い活断層による地震の発生確率について（案）

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）と同様の評価方針を採用

（短い活断層による地震発生確率の算出に関する特段の新知見は得られていない）

 主文に掲載する地震の発生確率の算出は、

長さ20 km程度以上の評価対象の海域活断

層帯のみに基づく。

 付録に「多様な地震発生確率の試算方法」

を設け、短い活断層による地震の発生確率

を含めた確率の試算結果を参考値として掲

載する。短い活断層に対して仮定する活動

度や地震規模については、日本海南西部の

海域活断層の長期評価（第一版）と同様に、

以下とする。

 地震規模： 断層長さから松田式で算出。た

だし長さ15 km未満の断層については、活

断層の長期評価手法に基づき、M6.8を設定。

 平均変位速度：C級に対応する仮定値（0.05 
m/千年）

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）―九州地域・中国地域北方沖―
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